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最
新
機
の
導
入
な
ど
高
い
設
備
力

専
門
資
格
取
得
に
よ
る
溶
接
教
育

タケシタ（福岡県大木町）

第

回
日
本
溶
接
協
会
賞
決
ま
る

功
労
賞
は
大
城
桂
作
氏（
九
州
大
学

）
役
割
増
す「
社
内
溶
接
競
技
会
」

独
自
の
内
容
で
技
能
レ
ベ
ル
向
上

９
人
が
社
会
へ
巣
立
つ

日
本
溶
接
構
造
専
門
学
校
で
卒
業
式

　「復興のシンボルという位置づけに恥じぬ
よう、溶接技能や技術を含めて当社の総力を
あげて緊張感を持ちながら施工を行った」と
語るのは東京フラッグ（東京・江戸川区、深
瀬崇志社長）で現場溶接の管理などを担当す
る内山大樹氏。全国でも数少ない橋梁の現場
溶接を専門に行う同社は３月６日に開通した
「気仙沼湾横断橋」（宮城県気仙沼市）にお
いて海上における主塔と主桁の現場溶接を手
掛けた。

　自動車や造船、建築、鉄骨をはじめとして
機械部品や精密加工、食品・化学プラントな
ど、多くの産業分野で研削砥石が活躍してい
る。多くのものづくり現場において「研削」
「研磨」「切断」は欠かすことができない作
業だ。溶接の前処理からビード研削、仕上げ
加工にも活躍し、溶接士にも身近な存在とい
える。特集で業界の動向、技術、製品などか
ら研削研磨の潮流を探る。

　首都圏では、市街地を中心とした再開発事
業などが活況と言われるものの、新型コロナ
ウイルスの感染拡大や人手不足による工事の
延期といった課題も山積している。今回の特
集では今年度、計画通りの事業活動が難しい
なか、コロナ収束後に向けての各地区溶接協
会のビジョンや首都圏における大型プロジェ
クトの動き、ユーザーからディーラー、メー
カー各視点から見た首都圏の今についてまと
めた。

（１） 第３３８０号 （昭和年５月日第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）３月３０日 ⓒ産報出版株式会社　（毎週火曜日発行）

　
す
っ
か

り
、
元
に
戻

っ
て
し
ま
っ

た
。
首
都
圏

の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
て
約

一
週
間
が
経
過
し
た
。

解
除
に
な
っ
た
と
同
時

に
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

は
す
し
詰
め
状
態
で
、

東
京
駅
で
は
有
名
菓
子

店
に
並
ぶ
行
列
や
千
葉

の
大
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク

に
向
か
う
親
子
連
れ
な

ど
の
姿
も
多
く
い
る
▼

当
社
の
あ
る
秋
葉
原
に

も
人
が
戻
っ
て
き
た
。

学
生
が
春
休
み
の
た
め

か
、
昼
の
電
気
街
は
若

い
人
の
姿
が
大
勢
見
ら

れ
、
休
日
と
同
じ
ぐ
ら

い
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
る
。
夜
の
街
並
み

を
み
て
も
時
短
要
請
の

影
響
で
飲
食
店
は

時

ま
で
の
営
業
だ
が
、
そ

の

時
を
過
ぎ
て
も
泥

酔
し
た
人
の
姿
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
。
最
終

電
車
に
も
人
が
戻
っ
て

き
て
お
り
、
座
れ
な
い

程
度
に
は
混
雑
し
て
い

る
▼
ネ
ッ
ト
や
Ｔ
Ｖ
を

み
る
と
、
花
見
客
も
増

え
て
い
る
。
桜
の
名
所

で
は
、
ロ
ー
プ
で
囲
う

な
ど
花
見
客
が
立
ち
止

ま
ら
な
い
工
夫
を
し
て

い
る
が
、
ゆ
っ
く
り
花

を
楽
し
み
た
い
客
と
の

間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え

な
い
と
い
う
▼
緊
急
事

態
宣
言
は
解
除
に
な
っ

た
が
、
こ
れ
で
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
東
京
都
の
新

規
感
染
者
数
を
み
る

と
、
着
実
に
増
加
傾
向

に
あ
る
。
３
回
目
の
緊

急
事
態
宣
言
発
出
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
気
を

引
き
締
め
直
し
た
い
と

こ
ろ
だ
（
Ｙ
）

低ひずみに定評があるタケシタのティグ溶接

　
福
岡
県
大
木
町
に
あ
る
タ
ケ
シ

タ
（
竹
下
義
人
社
長
）
は
先
進
的

な
加
工
技
術
の
導
入
や
人
材
育
成

が
評
価
さ
れ
、
「
２
０
２
０
年
度

は
ば
た
く
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
３
０
０
社
」
に
選
ば
れ
た
。

　
同
社
は
半
導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
関
連

の
他
、
様
々
な
産
業
用
生
産
設
備

に
向
け
た
精
密
製
缶
溶
接
や
精
密

機
械
加
工
を
展
開
。
溶
接
・
機
械

加
工
・
塗
装
・
組
立
ま
で
大
型
製

缶
の
一
貫
生
産
が
可
能
な
点
と
、

大
型
機
械
加
工
を
得
意
と
す
る
。

　
同
社
の
一
貫
生
産
を
支
え
る
技

術
力
は
、
徹
底
し
た
資
格
取
得
の

推
進
と
い
う
技
能
者
教
育
に
よ
る

も
の
だ
。
特
に
業
務
の
主
軸
と
な

る
溶
接
教
育
に
は
注
力
し
て
い

る
。
溶
接
は
職
人
の
手
作
業
で
な

け
れ
ば
製
造
で
き
な
い
構
造
物
が

多
く
残
る
一
方
、
手
作
業
の
た
め

技
術
力
の
客
観
的
な
評
価
が
難
し

い
。

　
そ
こ
で
同
社
は
受
注
業
務
に
加

わ
る
全
溶
接
士
に
そ
れ
ぞ
れ
、
被

覆
ア
ー
ク
溶
接
・
炭
酸
ガ
ス
半
自

動
溶
接
・
テ
ィ
グ
溶
接
・
ア
ル
ミ

溶
接
・
溶
接
管
理
技
術
者
と
い
っ

た
専
門
資
格
の
保
有
を
推
進
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
溶
接
教
育
を
行

っ
て
い
る
。

　
専
門
資
格
を
有
し
た
溶
接
士
が

作
業
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
技
術

力
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
し
て
顧
客

の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
現
在
、
同

社
で
は
板
厚
５
―

㍉
程
度
ま
で

幅
広
い
案
件
が
舞
い
込
ん
で
い

る
。
多
種
多
様
な
案
件
に
挑
戦
す

る
機
会
は
溶
接
士
の
技
能
を
よ
り

洗
練
し
、
複
雑
形
状
の
架
台
・
フ

レ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
熱
影
響
に
よ

る
ひ
ず
み
を
最
小
限
に
抑
え
た
溶

接
技
能
技
は
好
評
を
得
て
い
る
。

　
同
社
に
お
け
る
資
格
取
得
と
い

う
明
確
な
目
標
を
前
提
と
し
た
技

能
者
教
育
は
溶
接
工
程
だ
け
で
は

く
、
職
業
能
力
開
発
協
会
に
よ
る

技
能
検
定
や
日
本
規
格
協
会
の
Ｑ

Ｃ
検
定
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
技

能
の
維
持
・
向
上
に
役
立
っ
て
い

る
。

　
大
型
案
件
へ
の
加
工
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
同
社
で
は

門
幅
３
・
５
㍍
の
５
面
加
工
機
を

導
入
し
た
こ
と
で
、
最
新
の
第


・
５
世
代
液
晶
基
板
向
け
の
大
型

ア
ル
ミ
チ
ャ
ン
バ
ー
加
工
が
可
能

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ワ
イ
ド
エ
リ

ア
３
次
元
測
定
機
の
導
入
に
よ
っ

て
、
大
型
製
缶
の
装
置
架
台
・
フ

レ
ー
ム
の
対
角
精
度
も
保
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
生
産
シ
ス
テ
ム
と
工
作

機
械
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
す

る
な
ど
積
極
的
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
へ
の

取
組
み
で
、
稼
働
状
況
の
見
え
る

化
を
実
現
し
、
生
産
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　
設
備
力
と
技
術
力
が
評
価
さ
れ

る
同
社
が
現
在
注
力
し
て
い
る
の

は
従
業
員
満
足
度
や
定
着
率
の
向

上
だ
。
労
務
コ
ン
サ
ル
の
知
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
定
年
延
長
再
雇

用
、
年
次
休
暇
拡
充
、
賃
金
規
則

の
見
直
し
な
ど
を
図
り
、
働
き
方

改
革
に
取
組
ん
だ
結
果
、
技
能
者

の
定
着
率
は
向
上
し
て
き
て
い
る

と
い
う
（
最
終
回
）

　
日
本
溶
接
協
会
は
２
０
２
０
年
度
第

回
日
本
溶
接
協
会
賞
受
賞
者
を
決
定

し
た
。
大
城
桂
作
氏
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
が
、
協
会
事
業
に
顕
著
な
功
労

の
あ
っ
た
者
に
授
与
す
る
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。
協
会
事
業
の
振
興
・
発
展
に

主
導
的
な
立
場
で
貢
献
し
た
者
に
授
与
す
る
業
績
賞
は
秋
山
哲
也
（
九
州
工
業

大
学
）
藤
本
公
三
（
大
阪
大
学
）
南
二
三
吉
（
大
阪
大
学
）
谷
中
幸
司
（
日
鉄

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
＆
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
の
４
氏
を
選
ん
だ
。

大城桂作氏

　
日
本
溶
接
技
術
セ
ン
タ

ー
付
属
日
本
溶
接
構
造
専

門
学
校
（
川
崎
市
、
大
北

茂
校
長
）
は
３
月

日
、

同
校
大
講
堂
で
２
０
２
０

年
度
卒
業
式
を
開
催
＝
写

真
。
鉄
骨
生
産
工
学
科
２

年
生
３
人
、
溶
接
・
検
査

技
術
科
１
年
生
６
人
の
９

人
が
、
同
校
を
卒
業
し
、

社
会
に
飛
翔
す
る
。

　
卒
業
生
答
辞
で
は
卒
業

生
を
代
表
し
て
鉄
骨
生
産

工
学
科
の
相
良
雄
大
さ
ん

が
、
周
囲
へ
の
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も
に
「
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
苦
し
い
な
か
で

も
、
技
能
と
技
術
の
向
上

に
と
も
に
励
ん
だ
仲
間
と

温
か
く
見
守
り
な
が
ら
指

導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
の
お
か
げ
で
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
。
本
校
で
学
ん
だ

技
術
・
技
能
お
よ
び
習
得

し
た
資
格
を
生
か
し
て
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
大
北
校
長
は
「
本
校
で

技
能
や
技
術
を
学
び
、
様

々
な
資
格
を
取
得
が
で
き

た
こ
と
が
自
信
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
社
会
で

は
時
に
厳
し
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本

校
で
学
ん
だ
こ
と
に
自
信

を
持
っ
て
あ
き
ら
め
ず
に

努
力
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
い
つ
か
は
乗
り
越
え

ら
れ
る
。
全
員
が
本
校
の

希
望
と
な
る
よ
う
な
活
躍

を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
卒
業
生
の
氏
名
、
各
種

表
彰
は
次
の
通
り
（
順
不

同
・
敬
称
略
）

　
【
鉄
骨
生
産
工
学
科
２

年
生
】
小
島
佑
太
、
相
良

雄
大
、
田
中
智
也

　
【
溶
接
・
検
査
技
術
科

１
年
生
】
茂
呂
居
駿
、
星

野
壱
成
、
檜
森
康
成
、
國

金
龍
生
、
桑
久
保
綾
人
、

鈴
木
汐
音

　
▽
成
績
優
秀
賞
＝
相
良

雄
大
、
茂
呂
居
駿
▽
松
尾

記
念
賞
＝
田
中
智
也
▽
皆

勤
賞
＝
相
良
雄
大
、
茂
呂

居
駿
、
田
中
智
也

　
功
労
賞
の
大
城
氏
は
１

９
７
１
年
に
九
州
大
学
　

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
修
得
退
学
の

後
、
同
年
４
月
九
州
大
学

工
学
部
冶
金
学
科
講
師
、


年
同
教
授
を
経
て

年

九
州
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
材
料
プ
ロ
セ
ス
工
学

専
攻
教
授
、
２
０
０
４
年

同
大
学
工
学
研
究
院
長
・

工
学
府
長
・
工
学
部
長
に

就
く
。

年
か
ら
は
大
分

工
業
高
等
専
門
学
校
校
長

を
務
め
た
。

　
日
溶
協
事
業
で
は
、
理

事
、
溶
接
管
理
技
術
者
認

証
委
員
会
委
員
長
、
Ｊ


Ａ
Ｎ
Ｂ
試
験
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。
溶
接
管

理
技
術
者
認
証
制
度
の
国

内
外
へ
の
振
興
と
普
及
に

尽
力
し
、
と
り
わ
け
日
溶

協
が
１
９
９
９
年
に
日
本

適
合
性
認
定
協
会
か
ら
要

員
認
証
機
関
と
し
て
認
定

後
の
、
新
し
い
溶
接
管
理

技
術
者
認
証
制
度
の
定
着

に
尽
力
し
た
。

　
ま
た
ア
ジ
ア
溶
接
連
盟

の
発
足
と
と
も
に
、
東
南

ア
ジ
ア
で
の
溶
接
管
理
技

術
者
認
証
制
度
の
導
入
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
研
究
活
動
で
は
金
属

材
料
、
材
料
組
織
制
御
や

鋳
造
、
溶
接
分
野
な
ど
で

数
多
く
の
研
究
成
果
を
挙

げ
発
展
に
貢
献
し
た
。

　
業
績
賞
の
秋
山
氏
は
、

九
州
地
区
溶
接
技
術
検
定

委
員
会
委
員
長
を
現
在
ま

で
３
期
５
年
務
め
、
九
州

地
区
に
お
け
る
溶
接
技
術

の
普
及
に
尽
力
し
た
。
藤

本
氏
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
ル
ダ

リ
ン
グ
教
育
委
員
会
委
員

長
を
３
期
６
年
、
同
要
員

評
価
委
員
会
委
員
長
を
現

在
ま
で
５
期
９
年
務
め
る

な
ど
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
ル
ダ

リ
ン
グ
技
術
の
普
及
と
向

上
に
尽
力
し
た
。

　
南
氏
は
化
学
機
械
溶
接

研
究
委
員
会
委
員
長
を
現

在
ま
で
８
期

年
務
め
る

他
、
溶
接
作
業
指
導
者
運

営
委
員
会
、出
版
委
員
会
、

溶
接
管
理
技
術
者
評
価
委

員
会
な
ど
多
く
の
委
員
長

を
歴
任
し
た
。
谷
中
氏
は

機
械
部
会
部
会
長
を
４
年

に
わ
た
り
務
め
、
圧
力
容

器
・
ボ
イ
ラ
・
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
に
関
す
る
溶
接
技
術

の
発
展
に
尽
力
し
た
。

　
我
が
国
の
溶
接
業
界
の

発
展
に
貢
献
し
た
者
に
授

与
す
る
貢
献
賞
は
、
荒
川

敬
弘
（
Ｃ
Ｉ
Ｗ
検
査
業
協

会
）
荒
砥
孝
二
（
宮
城
県

計
量
協
会
）
大
井
健
次

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）
小

菅
瞳
（
小
菅
熔
接
工
業
所

社
長
）
中
島
建
夫
（
日
本

溶
接
協
会
技
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
中
西
保
正
（
元
Ｉ

Ｈ
Ｉ
）
並
河
勉
（
鳥
取
県

溶
接
協
会
前
会
長
・
山
陰

酸
素
工
業
前
会
長
＝
故

人
）
平
岡
和
雄
（
大
阪
大

学
接
合
科
学
研
究
所
）
平

野
泰
輔
（
平
野
鐵
工
所
社

長
）
町
田
浩
（
山
口
県
溶

接
協
会
）
屋
良
秀
夫
（
沖

縄
県
溶
接
協
会
）
の

氏

を
選
ん
だ
。

　
技
術
賞
は
本
賞
２
件


人
、
開
発
奨
励
賞
２
件


人
、
注
目
発
明
賞
１
件
５

人
、
会
長
特
別
賞
２
氏
を

表
彰
す
る
。
功
績
賞
は
該

当
者
な
し
（
貢
献
賞
各
氏

の
業
績
と
、
技
術
賞
、
溶

接
注
目
発
明
賞
、
会
長
特

別
賞
の
受
賞
詳
細
は
次
号

に
掲
載
予
定
）

　
授
与
式
は
６
月
９
日
に

都
内
で
開
催
す
る
日
溶
協

総
会
後
に
行
う
予
定
。

　
溶
接
事
業
所
に
お
け
る

大
き
な
課
題
の
一
つ
に
技

能
伝
承
が
あ
る
が
、
こ
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
社
内
溶
接
競

技
会
に
大
き
な
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
社
内
溶
接

競
技
会
に
は
、
全
国
の
日

本
溶
接
協
会
指
定
機
関
が

主
催
す
る
溶
接
競
技
会
の

出
場
者
を
決
め
る
た
め
の

大
会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も

あ
る
が
、
社
内
競
技
会
出

場
選
手
の
中
に
は
「
（
日

本
溶
接
協
会
指
定
機
関
に

よ
る
）
県
大
会
よ
り
も
、

直
属
の
先
輩
・
上
司
が
す

ぐ
後
ろ
で
目
を
光
ら
せ
、

仕
事
の
成
果
を
み
せ
る
意

味
合
い
を
持
つ
社
内
大
会

の
方
が
緊
張
す
る
」
と
仕

事
の
延
長
を
強
調
す
る
声

も
聞
か
れ
る
。
溶
接
士
の

教
育
の
場
と
し
て
役
割
を

増
す
社
内
競
技
会
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
た
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
秋
田
市
川
尻
町
に
本
社

と
２
工
場
を
構
え
る
Ｈ
グ

レ
ー
ド
の
鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ

ケ
ー
タ
ー
・
千
代
田
興
業

（
藤
澤
正
義
社
長
）
は
、

多
能
工
育
成
の
一
貫
と
し

て
社
内
溶
接
競
技
会
を
実

施
。
同
社
で
は
多
能
工
を

「
平
均
的
な
技
術
を
複
数

持
つ
技
能
者
」
で
は
な
く

「
卓
越
し
た
個
の
技
術
を

持
ち
得
な
が
ら
技
能
の
幅

が
拡
張
し
た
一
流
の
技
能

者
」
と
設
定
し
て
い
る
た

め
、
ま
ず
主
軸
業
務
で
あ

る
溶
接
技
能
を
磨
く
と
い

う
趣
旨
で
開
催
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
同
社
の
溶
接
競
技
会
の

特
徴
は
、
社
員

人
以
上

参
加
す
る
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
だ
と
い
う
点
だ
。
溶
接

技
能
レ
ベ
ル
向
上
の
ほ
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
も
目
的
の
一
つ
に
し

て
い
る
た
め
、
溶
接
士
以

外
の
社
員
も
参
加
す
る
。

　
現
場
を
統
括
す
る
加
藤

課
長
は
競
技
会
の
魅
力
を

「
専
任
溶
接
士
と
、
専
任

で
は
な
い
が
被
覆
ア
ー
ク

溶
接
を
日
常
業
務
で
使
う

組
立
作
業
従
事
者
が
、
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
で
前
後

１
ヵ
月
ほ
ど
で
大
き
く
個

々
の
技
術
力
を
高
め
る
重

要
な
イ
ベ
ン
ト
だ
。ま
た
、

検
査
業
務
従
事
者
は

個

以
上
の
作
品
を
採
点
す
る

に
あ
た
り
、
細
か
な
尺
度

を
定
め
た
審
査
が
必
要
に

な
る
た
め
検
査
精
度
も
向

上
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
う
え
で
「
熟
練
溶

接
士
は
毎
年
の
競
技
内
容

を
考
え
る
に
あ
た
り
、
一

通
り
自
身
で
体
験
し
た
後

に
、
改
め
て
言
語
化
し
、

説
明
す
る
立
場
と
な
る
た

め
、
指
導
力
の
向
上
に
も

な
る
。
参
加
選
手
以
外
の

社
員
も
競
技
会
の
準
備
を

手
伝
う
た
め
、
溶
接
機
器

の
設
置
場
所
や
機
器
の
名

称
、
使
用
方
法
な
ど
を
認

識
で
き
る
」
と
話
す
。

　
北
海
道
小
樽
市
の
Ｈ
グ

レ
ー
ド
鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
タ
ー
の
大
川
鉄
工
所

（
大
川
晃
弘
社
長
）で
も
、

積
極
的
に
社
内
溶
接
競
技

会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
競
技
時
間
は

分
間

で
、
内
容
は
日
常
的
な
基

礎
業
務
の
一
環
で
も
あ
る

「
Ｈ
鋼
に
補
強
材
（
ス
チ

フ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
）
を
炭

酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接
で
接

合
す
る
」
と
い
う
も
の
。

専
任
溶
接
士
だ
け
で
な

く
、
溶
接
未
経
験
者
も
参

加
し
て
お
り
、
溶
接
未
経

験
者
は
直
前
の
１
週
間
、

毎
日
１
時
間
ず
つ
練
習
し

て
競
技
会
に
臨
む
。

　
前
回
優
勝
し
た
溶
接
班

の
小
山
昌
夫
氏
は
「
社
内

に
４
人
し
か
い
な
い
専
任

溶
接
士
は
勝
つ
の
が
当
た

り
前
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
の
中
で
、
各
自
が
技
術

力
を
教
え
合
い
当
日
を
迎

え
る
た
め
、
知
見
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

未
経
験
者
に
教
え
る
こ
と

で
、
溶
接
業
務
を
指
導
す

る
時
に
言
葉
足
ら
ず
に
な

っ
て
い
た
部
分
を
発
見
で

き
た
」
と
話
す
。
同
社
で

は
競
技
会
を
技
能
向
上
だ

け
で
な
く
、
技
能
伝
承
に

も
役
立
て
る
。

　
国
内
外
に
多
く
の
事
業

所
を
持
つ
山
九
グ
ル
ー
プ

は
５
年
に
一
度
、
国
内
５

ブ
ロ
ッ
ク
（
東
日
本
、
近

畿
、
中
部
、
中
・
四
国
、

九
州
）
の
代
表
選
手
に
ブ

ラ
ジ
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
、
中
国
の
７
ヵ

国
を
加
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル

溶
接
競
技
会
を
実
施
し
て

い
る
。

　
専
門
技
能
で
あ
る
溶
接

は
、
同
じ
内
容
の
教
育
・

訓
練
で
溶
接
士
個
々
の
技

能
を
伸
ば
す
こ
と
が
難
し

く
、
海
外
事
業
所
も
含
め

る
と
さ
ら
に
統
一
性
を
保

つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

そ
の
た
め
、
競
技
会
に
よ

る
明
確
な
基
準
で
優
劣
を

つ
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
溶
接
に
対
す
る
認
識

が
向
上
す
る
と
と
も
に
、

埋
も
れ
て
い
た
「
人
財
」

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
社
内
溶
接
競
技
会
の
主

た
る
目
的
は
技
術
力
の
向

上
だ
が
、
技
術
力
向
上
に

く
わ
え
、
技
能
伝
承
の
迅

速
化
、
人
材
の
再
発
見
、

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
発
化
な
ど
、
副
産

物
も
多
い
よ
う
だ
。


